
 

ウ．捕殺・刺殺 

成虫と幼虫を直接駆除する方法です。 

数百の卵を持ったメスの成虫を 1 個体でも捕殺できれば、それだけ被害の拡散を抑止

できるため、成虫の捕殺は後述（p.37）するように多くの地域の方の協力を得ながら

実施することが望ましい手法です。 

一方、幼虫の直接的な駆除は非常に困難で、労力に対する効果は限定的といえます。 

【実施時期】 

成虫の捕殺:成虫の発生期（概ね 6 月～8 月） 

幼虫の刺殺:幼虫の活動期（概ね 4 月～10 月） 

【実施手順】 

成虫の捕殺は、被害状況調査やネット巻き箇所の巡回などにおいて成虫を見つけた

場合に、その場で踏みつぶすなどの方法で行います。 

幼虫の刺殺は、フラスが出ている排糞孔に針金などを差し込み、幼虫を突き刺して

殺す方法です。効果を上げるためには、フラスを排出している排糞孔を漏らさず実施

することが必要ですが、排糞孔の奥が曲がりくねっている場合などに針金が幼虫まで

届かないことも多く、他の手法と比べた場合、防除の効果は低くなります。また、孔

道に沿って樹皮を剥いで目視で刺す方法もありますが、その場合は剥いだ部分に癒合

材を塗布するとよいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

排糞孔 

排糞孔から上方に延びる幼虫の食べ跡の例 

（写真は樹皮を剥いで撮影） 

針金による幼虫の刺殺 


